
令和5年（2023年）8月1日 第205号  （4）

図
書
館
は
民
主
主
義
の
礎
で
あ
り
柱　

社
会
基
盤
と
し
て
の
市
立
図
書
館
の
在
り
方
は

安
海　

の
ぞ
み 

議
員《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

増
に
反
対
の
声
を

長
瀨　

未
紗 

議
員《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
市政全般にわたり19人の議員が質問しました。

※4～7面にわたり掲載

費
の
縮
減
だ
け
で
な
く
、
掲
載
す

る
事
業
者
の
営
業
活
動
へ
の
後
押

し
に
な
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
捉
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
議
員
が
言
及
し
た

ク
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ン
ス
の
導
入
を

含
め
、
老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新

や
新
た
な
安
全
対
策
な
ど
、
検
討

す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
広
告
事
業
に
つ

い
て
は
大
変
有
用
で
あ
る
と
考
え

る
一
方
で
、
宣
伝
効
果
な
ど
広
告

主
側
の
メ
リ
ッ
ト
の
有
無
が
大
き

な
課
題
と
捉
え
て
い
る
の
で
、
座

間
市
民
球
場
の
み
な
ら
ず
他
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
も
含
め
て
先
進
市
の

取
組
等
を
調
査
し
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

ン
に
は
、
利
用
承
認
の
手
続
を
経

て
い
な
い
施
設
を
案
内
で
き
る
定

め
は
な
く
、
適
切
で
は
な
い
と
考

え
ま
す
。
小
ホ
ー
ル
は
利
用
日
の

14
日
前
ま
で
に
利
用
の
申
込
み
を

行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
施
設
を

使
用
さ
せ
る
こ
と
自
体
が
適
切
で

は
な
か
っ
た
と
考
え
ま
す
。

【
再
質
問
】　

同
財
団
の
改
善

計
画
書
で
は
、
問
題
点
が
ず
れ
て

い
る
気
が
し
ま
す
。
今
回
の
問
題

は
、
同
財
団
の
一
部
の
職
員
が
、

遠
藤
前
市
長
に
便
宜
を
図
っ
た
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
育
部
長　

遠
藤
前
市
長
の
答

弁
を
踏
ま
え
る
と
、
便
宜
を
図
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
方
が
い

る
の
は
、
致
し
方
な
い
と
い
う
考

え
で
す
。

間
市
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
国
際
連
合
で
も
採
択
さ
れ
た

子
ど
も
の
権
利
条
約
を
ベ
ー
ス
に
、

子
ど
も
に
優
し
い
座
間
市
を
つ
く

る
た
め
に
も
、
本
市
で
も
子
ど
も

の
権
利
に
関
す
る
条
例
策
定
を
求

め
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

我
が
国
に
お
け
る
子
ど

も
の
権
利
は
、
令
和
５
年
４
月
に

施
行
さ
れ
た
こ
ど
も
基
本
法
で
定

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
国
際
連

合
で
採
択
さ
れ
た
児
童
の
権
利
に

関
す
る
条
約
及
び
基
本
的
人
権
の

尊
重
を
規
定
す
る
我
が
国
の
憲
法

に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
既
に
法
律
に
よ
る
規

定
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お

い
て
独
自
に
条
例
を
制
定
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

が
28
・
79
％
、
60
代
が
35
・
82
％
、

70
代
が
40
・
15
％
、
80
代
以
上�

が
32
・
26
％
で
し
た
。
最
も
投
票

率
が
高
か
っ
た
の
は
東
建
座
間
ハ

イ
ツ
集
会
所
で
36
・
77
％
、
最
も

低
か
っ
た
の
は
ひ
ば
り
が
丘
コ
ミ�

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
23
・

58
％
で
し
た
。
本
市
で
は
神
奈
川

県
議
会
議
員
選
挙
が
無
投
票
で
あ�

っ
た
た
め
、
投
票
率
に
影
響
が
あ�

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て

い
ま
す
。
共
通
投
票
所
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
多
額
の
費
用
が
経
常

的
に
か
か
る
こ
と
か
ら
設
置
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
投
票
に
対

す
る
市
民
か
ら
の
要
望
と
し
て
、

期
日
前
投
票
所
の
増
設
や
、
郵
便

投
票
の
要
件
の
緩
和
、
選
挙
公
報

の
早
期
配
布
等
が
あ
り
ま
し
た
。

自
由
を
持
つ
市
民
へ
資
料
と
施
設

の
提
供
に
努
め
、
学
び
の
場
と
し

て
の
働
き
以
外
に
市
民
の
居
場
所

と
し
て
の
役
割
も
あ
り
ま
す
。
図

書
館
主
催
の
講
座
等
に
関
す
る
サ�

ー
ク
ル
活
動
の
場
や
地
域
課
題
に

取
り
組
む
方
た
ち
に
、
そ
の
解
決

に
向
け
た
資
料
相
談
、
資
料
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
社
会

情
勢
や
時
事
を
捉
え
、
社
会
課
題

に
向
き
合
う
講
座
の
開
催
や
、
地

域
自
治
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ

資
料
の
充
実
、
郷
土
資
料
の
収
集

を
進
め
、
市
民
が
必
要
と
す
る
情

報
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

を
目
指
し
ま
す
。
今
後
、
大
規
模

改
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
機

能
維
持
が
主
目
的
で
あ
り
、
民
間

活
力
の
導
入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

家
族
介
護
が
増
え
、
介
護
離
職
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

利
用
者
の
負
担
増
に
つ
い
て
、
保

険
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
、
ま
た
、
結
論
が
出

る
前
に
国
に
利
用
者
２
割
負
担
の

反
対
の
声
を
上
げ
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

福
祉
部
長　

国
か
ら
正
式
な
負

担
割
合
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
国
で
は
介
護
保
険
制
度

を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
様
々
な

議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
捉
え
て

い
ま
す
。
次
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
国
の

基
本
方
針
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本

市
の
３
年
間
の
サ
ー
ビ
ス
見
込
料

等
を
設
定
し
て
、
策
定
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
広
告
に
つ
い

て
、
広
告
主
に
と
っ
て
、
支
払
っ

た
広
告
料
が
施
設
修
繕
等
見
え
る

形
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
座
間
市
民
球
場
や
ス

カ
イ
ア
リ
ー
ナ
座
間
な
ど
で
も
広

告
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
が
、
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
所
見
を
伺
い
ま
す
。

健
康
部
長　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

壁
面
等
を
利
用
し
た
広
告
収
入
に

つ
い
て
は
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
や

東
京
ド
ー
ム
な
ど
民
間
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
で
は
従
来
か
ら
な
じ
み
の

あ
る
も
の
で
す
が
、
近
年
で
は
公

共
施
設
で
も
、
有
料
広
告
事
業
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
広
告
事
業
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
財
源
の
確
保
及
び
経

２
０
２
３
年
４
月
19
日
の
座
間

市
立
市
民
文
化
会
館
の
適
正
で
は

な
い
使
用
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
に
、
参
考
人
と
し
て
出
席
し

た
遠
藤
前
市
長
は
、
小
ホ
ー
ル
附

属
の
楽
屋
の
使
用
に
つ
い
て
、「
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
緊
急
避
難
的
配

慮
と
受
け
止
め
た
」
と
述
べ
て
い

ま
す
が
、
こ
う
し
た
措
置
は
適
正

な
の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
公
益

財
団
法
人
座
間
市
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
振
興
財
団
か
ら
提
出
さ
れ
た
改

善
計
画
書
で
は
、
不
適
正
使
用
は

「
事
務
手
続
の
誤
り
に
よ
り
発
生

し
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
本
来
な

ら
ば
ど
の
よ
う
な
手
続
を
取
る
べ

き
だ
っ
た
の
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　

同
財
団
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

今
、
全
国
で
子
ど
も
の
権
利
に

関
す
る
条
例
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、

子
ど
も
の
権
利
条
約
総
合
研
究
所

に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年
４
月
現

在
、
全
国
50
の
自
治
体
で
子
ど
も

の
権
利
に
関
す
る
条
例
が
策
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
第
１

回
定
例
会
で
提
示
さ
れ
た
２
０
２�

３
年
度
の
当
初
予
算
で
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
に
重
き
を
置
く
市
長

の
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
子

ど
も
に
優
し
い
ま
ち
は
大
人
に
も

優
し
い
、
障
が
い
者
に
も
優
し
い

ま
ち
だ
と
考
え
ま
す
。
日
本
一
元

気
の
あ
る
ま
ち
、
そ
し
て
日
本
一

子
ど
も
に
優
し
い
ま
ち
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も

の
権
利
条
約
、
子
ど
も
の
権
利
に

関
す
る
条
約
を
つ
く
る
よ
う
な
座

神
奈
川
県
知
事
選
挙
に
つ
い
て
、

本
市
の
投
票
率
、年
代
別
投
票
率
、

各
投
票
所
の
投
票
率
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
投
票
率

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

期
日
前
投
票
所
を
そ
の
ま
ま
残
し
、

選
挙
当
日
の
共
通
投
票
所
と
し
て

利
用
で
き
な
い
か
見
解
を
伺
い
ま

す
。
投
票
に
つ
い
て
市
民
か
ら
ど

の
よ
う
な
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

神
奈
川
県
知
事
選
挙
に
お
け
る

本
市
全
体
の
投
票
率
は
、
28
・

48
％
で
前
回
４
年
前
よ
り
１
・
01

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。
年
代

別
投
票
率
は
、
10
代
が
20
・
32
％
、

20
代
が
14
・
89
％
、
30
代
が
22
・

03
％
、
40
代
が
24
・
62
％
、
50
代

図
書
館
の
守
る
べ
き
も
の
は
住

民
の
学
び
、
自
由
、
情
報
の
獲
得

と
発
信
、
そ
の
地
で
蓄
え
ら
れ
て

き
た
資
料
や
知
識
の
保
存
と
保
障

だ
け
で
な
く
、
情
報
通
信
の
発
展

か
ら
市
民
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

や
、
少
数
派
と
言
わ
れ
る
人
が
遠

ざ
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
等
し
く

そ
の
権
利
が
守
ら
れ
、
不
自
由
せ

ず
に
そ
れ
ら
が
機
能
す
る
社
会
基

盤
の
一
つ
と
し
て
、
市
立
図
書
館

は
存
在
す
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ

は
座
間
市
立
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計

画
と
も
合
致
し
ま
す
が
、
図
書
館

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、ま
た
、

再
整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　

本
市
の
図
書
館
は

日
本
図
書
館
協
会
の
図
書
館
の
自

由
に
関
す
る
宣
言
に
よ
り
、
知
る

高
齢
者
を
皆
で
支
え
る
「
介
護

の
社
会
化
」
を
目
指
し
、
２
０
０�

０
年
に
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制
度

は
、３
年
に
一
度
改
正
さ
れ
ま
す
。

次
期
２
０
２
４
年
の
改
正
に
向
け

て
は
、急
激
な
高
齢
化
に
対
応
し
、

制
度
を
維
持
す
る
た
め
の
利
用
者

の
負
担
増
が
論
点
と
な
っ
て
お
り
、

国
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自

己
負
担
額
を
原
則
２
割
に
す
る
こ

と
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
90
％
は
１
割
の
自
己
負
担
額
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
お
り
、
利
用

者
負
担
額
が
増
え
る
こ
と
に
大
き

な
不
安
が
あ
り
ま
す
。
負
担
増
は

利
用
控
え
に
つ
な
が
る
と
予
想
さ

れ
、
社
会
交
流
や
運
動
の
機
会
を

減
ら
し
、重
度
化
を
招
く
こ
と
や
、

議
会
日
誌

議
会
日
誌

５
／
16
・�

愛
媛
県
西
条
市
議
会
視

察
来
訪

17
・
議
会
運
営
委
員
会

23
・�

神
奈
川
県
市
議
会
議
長

会
第
２
１
０
回
定
例
会

…
綾
瀬
市

24
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

25
・�

関
東
市
議
会
議
長
会
第

89
回
定
期
総
会
…
茨
城

県
水
戸
市
（
～
26
）

31
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

６
／
１
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

・
議
会
運
営
委
員
会

２
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

６
・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

・
企
画
総
務
分
科
会

７
・
民
生
教
育
常
任
委
員
会

・
民
生
教
育
分
科
会

８
・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

・
都
市
環
境
分
科
会

13
・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

・
基
地
政
策
特
別
委
員
会

座
間
市
立
市
民
文
化
会
館
の
不
適
正
使
用　

前
市
長
に
便
宜
を
図
っ
た
の
で
は
な
い
か

沖
永　

明
久 

議
員《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

本
市
に
お
け
る
令
和
５
年
４
月
９
日
投
票
の

統
一
地
方
選
挙
の
状
況
に
つ
い
て

川
﨑　

高
一 

議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
広
告
収
入
に
つ
い
て

美
濃
口　

集 

議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

日
本
一
子
ど
も
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

星
野　

久
美
子 

議
員
《
日
本
共
産
党
》


